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た
ん
ば
く
質
の
合
成

遺
伝
子
の
発
現

A

)

の
遺
伝
子
の
情
報
を

基
に
合
成
さ
れ
る
。
こ
れ

を
「
遺
伝
子
の
発
現
」
と

い
う
。
発
生
・
分
化
、
精

神
活
動
な
ど
高
次
現
象
は

R
N
A
(
t
R
N
A
)
が
読
黄
化
、
ア
セ
チ
ル
化
、
ア
な
認
識
や
立
体
溝
造
の
安
硫
黄
転
移
系
を
発
見
し
i

遺
伝
子
発
現
の
調
節
に
よ
み
取
っ
て
、
対
応
す
る
ア
ミ
ノ
酸
付
加
な
ど
と
い
っ
定
化
な
ど
の
重
要
な
役
割
た
。
詳
細
な
反
応
機
構
は
i

り
な
さ
れ
、
そ
の
破
綻
は
ミ
ノ
酸
を
順
番
に
還
ん
で
た
化
学
修
飾
の
プ
ロ
セ
ス
を
担
っ
て
い
る
。

不
明
で
あ
っ
た
が
、
一
部
i

ヒ
ト
疾
患
と
な
る
。
一
方
合
成
さ
れ
る
（
云
血
訳
」）
。
を
経
て
「
成
熟
」
し
、

機

の

酵

素

は

酸

素

が

あ

る

と

一

酵
素
の
多
数
関
与

で
、
病
原
菌
の
遺
伝
子
発
生
体
内
で
合
成
さ
れ
た
t
能
を
発
揮
で
き
る
t
R
N

活
性
が
消
失
す
る
。

病
原
菌
の
阻
害
も
一

現
の
阻
害
剤
は
よ
い
抗
生

R
N
Aは
、
不
要
な
部
分

A
に
な
る
。
t
R
N
Aの
産

業

技

術
総
合
研
究
所

剤
と
な
る
。
た
ん
ば
く
質
を
取
り
除
く
ス
プ
ラ
イ
シ
化
学
修
飾
の
中
で
も
硫
黄
（
産
総
研
）
で
は
t
R
N

合
成
の
貨
み
の
解
明
は
ン
グ
や
、
メ
チ
ル
化
、

硫
修
飾
は
、
コ
ド
ン
の
正
確

A
の
硫
黄
修
飾
生
合
成
に
そ
こ
で
、

R
N
Aに
硫
一

創
薬

・
バ
イ
オ
も
の
づ
く

箆
っ
い
て
大
学
黄
を
転
移
す
る
（
渡
す
）
一

り

な

ど

広

範

な

応

用

の

基

と

も

連

携

し

R
N
A修
飾
酵
素
に
つ
い
一

盤
と
な
る。

噸
研
究
を
進
め
て
、
酸
素
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た
ん
ぱ
く
質
は
、
(
1

)

て
い
る
。

0
0万
分
の
1

)

以
下
で
東
大
な
ど
と
連
携
）
。

み
を
解
明
し
た
い
。
ま

た
ん
ぱ
く
質
は
主
要
な

D
N
A
の

コ

ド

ン

が

メ

ッ

『
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硫
黄
修
飾
の
分
光
学
、
生
化
学
お
よ
現
在
は
、
酵
素
が
ど
の
た
、
硫
黄
修
飾
は
全
生
物

Ci
 

生
体
の
溝
成
成
分
で
あ
セ
ン
ジ
ャ

l
R
N
A
(
m

の
生
合
成
に
び
X
線
結
晶
構
造
解
析
に
よ
う
に
し
て
不
安
定
な
反
に
必
要
で
あ
る
が
、
生
合

り
、
ま
た
化
学
反
応
を
触

R
N
A
)
に
「
転
写
」
さ

は

多

数

の

酵

よ

り

、

酸

素

が

あ

る

と

壊

応

中

間

体

を

安

定

化

し

、

成

の

仕

組

み

に

は

一

定

の

媒
す
る
「
酵
素
」
と
し
て
れ
、
(
2

)

リ

ボ

ソ

ー

ム

に

素

が

関

わ

っ

れ

る

補

因

子

(
[
4
F
e
硫
黄
転
移
を
実
現
し
て
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

働
く
。
た
ん
ば
く
質
は
デ
お
い
て

m
R
N
A
上

の

コ

て

い

る

こ

1
4
S
]
鉄
硫
黄
ク
ラ
ス
る
か
、
酵
素
の
動
き
と
働
る
。
こ
の
差
巽
に
着
目

オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸

(D
N
ド

ン

を

ト

ラ

ン

ス

フ

ァ

ー

と

、

ま

た

ほ

タ

ー

）

を

用

い

て

硫

黄

を

き

を

調

べ

て

い

る

。

今

後

し

、

病

原

菌

酵

素

を

特

異

と
ん
ど
の
生
転
移
す
る
と
い
う
新
し
い
は
硫
黄
修
飾
の
異
常
に
よ
的
に
阻
害
す
る
抗
生
剤
の

物
に
共
通
し
反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
提
唱
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
脳
筋
創
出
に
も
挑
戦
し
た
い
。

て
存
在
す
る
し
た

（東
北
大
、
佐
賀
大
、
症
な
ど
の
発
症
す
る
仕
組
（
木
曜
日
に
掲
載
）
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産総研生体システムビッグ
データ解析オープンイノ
ベーションラボラトリ
副ラボ長

鴫直樹

RNA・硫黄・酸素に着目し
た生化学解析を中心に、硫黄代
謝とたんばく質合成の仕組みに
ついて理解を深め、創薬や化成
品生産など社会実装につなげた
い。酸素感受性分子の生化学解
析の共同研究およびポスドク・
研究補助員募集中頃迂司・臨海
副都心センター）。
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